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市民意識調査（令和 8 年度） 
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聞いたことがあり、意味も理解している

聞いたことはあるが、意味はあまり理解していない

聞いたことはあるが、意味はほとんど理解していない

聞いたことがない

わからない

５．多文化共生について（問１０～問１２） 

問１０ あなたは、今までに「多文化共生」という言葉を聞いたことがありますか。 

【あてはまるものを１つ】 

（ｎ＝2,771） 

（１）全体的傾向 

「聞いたことがあり、意味も理解している」と回答した人の割合が 32.2%と最も高く

なっています。次いで「聞いたことはあるが、意味はあまり理解していない」が 31.1%

となっています。 

 

（２）年代別にみた特性 

「聞いたことがあり、意味も理解している」と回答した人の割合は若い年代ほど高くな

る傾向にあり、15 歳～19 歳で 48.7％と他の年代と比べて高くなっています。 

一方、「聞いたことがない」と回答した人の割合は、70 歳以上が 27.4％と他の年代と

比べて高くなっています。 
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外国の文化・習

慣に接すること

で、国際感覚の

向上につながる

多様な価値観を

知ることで、心

の豊かさが高ま

ると感じる

地域を共に支え

るパートナーで

あると感じる

地域の労働力と

して必要である

と感じる

習慣や文化の違

いに、共に暮ら

すことへの不安

を感じる

特に何も感じな

い
その他

15歳～19歳 (n=112) 23.2 25.0 9.8 18.8 35.7 28.6 6.3

20歳代 (n=207) 13.5 12.6 5.3 18.8 56.5 23.2 10.6

30歳代 (n=255) 20.0 20.8 14.1 32.5 58.4 11.8 10.2

40歳代 (n=424) 19.8 19.6 12.5 27.6 56.4 12.3 8.3

50歳代 (n=505) 18.0 19.0 17.4 39.0 57.6 9.1 8.1

60歳代 (n=484) 16.1 19.6 23.1 45.9 56.0 7.4 6.4

70歳以上 (n=711) 17.0 20.1 23.5 44.7 48.0 15.5 3.4

全体 (n=2,717) 17.7 19.4 17.7 37.0 53.5 13.2 6.8
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問１１ 豊橋市には２２，４４５人（令和８年４月１日時点）の外国人市民が共に暮らしています。

お住まいの地区に外国人市民が増加することをどう感じますか。 

【あてはまるものをすべて】 

（ｎ＝2,717） 

（１）全体的傾向 

「習慣や文化の違いに、共に暮らすことへの不安を感じる」と回答した人の割合が

53.5%と最も高くなっています。次いで「地域の労働力として必要であると感じる」が

37.0%となっています。 

 

（２）年代別にみた特性 

すべての年代で、「習慣や文化の違いに、共に暮らすことへの不安を感じる」と回答し

た人の割合が 35.7～58.4%と最も高くなっていますが、15 歳～19 歳では、昨年と比

べて 14.3 ポイント減少しています。 

また、「地域の労働力として必要であると感じる」と回答した人の割合は年代が高いほ

ど概ね高くなる傾向があり、60 歳代以上では 4 割を超えています。 
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日本の生活ルー

ルや習慣、文化

の違いについて

の周知

外国人市民のた

めの相談体制の

充実や、多言語

での情報提供

外国人市民への

日本語の学習機

会の提供、外国

人市民の児童・

生徒の教育の充

実

異文化理解や外

国人市民と交流

する機会の提供

（スポーツ大会・

お祭りなど）

外国人市民が地

域社会へ積極的

に参加できるよ

うな機会の提供

（防災訓練など）

市民団体やボラ

ンティアによる

外国人市民への

支援

その他

15歳～19歳 (n=112) 81.3 36.6 42.0 25.0 22.3 14.3 4.5

20歳代 (n=206) 85.0 30.1 34.5 11.7 16.5 9.2 4.9

30歳代 (n=251) 85.3 42.6 36.7 21.5 22.7 10.4 8.4

40歳代 (n=421) 84.3 45.4 37.8 20.0 29.2 16.2 7.8

50歳代 (n=497) 84.9 48.7 45.5 20.7 32.4 15.7 5.2

60歳代 (n=476) 84.7 47.7 47.9 27.3 39.1 18.5 6.5

70歳以上 (n=694) 78.2 46.1 50.9 31.8 44.5 20.3 3.6

全体 (n=2,675) 83.0 44.7 44.2 24.3 33.6 16.4 5.6
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問１２ 外国人市民と共に暮らしやすい社会にしていくためには、どのような取り組みが必要で

あると思いますか。 

【あてはまるものをすべて】 

（ｎ＝2,675） 

（１）全体的傾向 

「日本の生活ルールや習慣、文化の違いについての周知」と回答した人の割合が

83.0％と最も高くなっています。次いで「外国人市民のための相談体制の充実や、多言

語での情報提供」が 44.7％となっています。 

 

（２）年代別にみた特性 

すべての年代で、「日本の生活ルールや習慣、文化の違いについての周知」と回答した

人の割合が 78.2～85.3%と最も高くなっています。次いで「外国人市民のための相談

体制の充実や、多言語での情報提供」、「外国人市民への日本語の学習機会の提供、外国人

市民の児童・生徒の教育の充実」となっています。 
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